
令和 5 年度 西日本学生体操連盟役員総会 

《 議 事 録 》 

 

日時：令和 6年 3月 13日（水）１３：００～ 

場所：北九州市立総合体育館 

 

【出席者】 

役 員 ：堀内担志（会長） 三井正也（副会長） 近藤重晃（副会長）  

多田内幸子（九州学連副会長） 田口晴康（九州学連副会長） 

学連員 ：谷本雪菜 村山黎奈 河原鈴奈 中田稔大 近松愛斗 西村 匠 西川桃々香  青谷武造 

百合草充都 小林美月 

出席大学：福岡大学 九州共立大学 東海大学九州 

 

議決権の確認後、第 74回西日本学生体操選手権大会会長の堀内担志先生からご挨拶があり、その後、出席役員

の紹介があった。 

 

報告事項 

令和 5 年度の以下の事業報告及び令和 5 年度学生連盟主催大会出場校の説明があった。 

１．令和 5年度 事業報告 

日程 事業名 場所 

3月 13日 令和 5年度 西日本学生体操連盟 役員総会 武庫川女子大学 

5月 30日～6月 1日 第 73回西日本学生体操選手権大会 新体操の部 グリーンアリーナ神戸 

6月 2日～4日 第 73回西日本学生体操選手権大会 体操競技の部 グリーンアリーナ神戸 

 

２．令和 5 年度 学生連盟主催大会出場校 

【体操競技】 

＜関西＞20 

大阪産業大学 大阪体育大学 大阪教育大学 大阪大学 関西大学 関西学院大学 京都産業大学   

京都女子大学  京都大学 立命館大学 天理大学 武庫川女子大学 びわこ成蹊スポーツ大学  

同志社大学 甲南大学 神戸大学 神戸学院大学  京都芸術大学 大阪公立大学 高知大学  

＜東海＞8 

富山大学 静岡産業大学 至学館大学 中京大学 新潟経営大学 名古屋工業大学 岐阜大学  

愛知教育大学   

＜九州＞７ 

鹿屋体育大学  東海大学九州 九州大学 福岡大学 九州共立大学 長崎大学 熊本大学 

【新体操】 

＜関西＞10 

同志社大学 花園大学 武庫川女子大学 倉敷芸術大学 徳島大学 岡山ビジネスカレッジ 

梅花女子大学 四国大学 香川大学 兵庫大学  
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＜東海＞4 

修文大学 中京大学 朝日大学 愛知教育大学   

＜九州＞4 

福岡大学 宮崎産業経営大学 活水女子大学 熊本学園大学 

 

協議事項 

１．令和 6 年度の新役員について 

令和 6 年度の新役員について以下の通り提案され了承された。 

会 長： 堀内担志   副会長 ： 三井正也  近藤重晃 

委員長 ： 谷本雪菜   副委員長： 西川桃々香  青谷武造   

会  計 ： 村山黎奈  小林美月  岡本太一 

各支部学連担当委員 

河原鈴奈 中田俊大 田中 楓 神田亮輔 矢羽田葵生 平岡ひなた 寺元未蕗 山崎斗士己 石田虎太 

 大槻亮介 田邊ナナ 谷 笑伽  百合草充都  栗田明日香 木俣七海 斎藤遥花 矢野雄大 三浦謙心 

 三谷葵咲 山西良明  大谷 学  近松愛斗  西村 匠 

 

２．令和 6 年度の事業計画 

令和 6 年度の事業計画について提案され了承された。 

   第 74 回西日本学生新体操選手権大会   5 月 21 日～23 日 （北九州市立総合体育館） 

   第 74 回西日本学生体操競技選手権大会  5 月 24 日～26 日 （北九州市立総合体育館） 

 

３．第 74 回西日本学生体操選手権大会要項案及び今大会男子出場人数案について 

第 74 回西日本学生体操選手権大会要項及び今大会男子出場人数（最終ページ）について提案され、 

いくつかの加筆・修正後了承された。要項については 3 月 20 日以降にホームページにアップする。 

 

４．令和 5 年度の会計報告及び監査報告、第 74 回西日本学生体操選手権大会の予算案について 

・令和 5 年度の会計報告及び監査報告があり了承された。 

・第 74 回西日本学生体操選手権大会の予算案について提案され了承された。 

・収入で今回は北九州観光コンベンション協会の方で北九州市からの助成金として約 30 万円を援助してい

ただくようになっている。 

・西日本総会時の会計報告の書式については、今後統一する方向で行うことが提案され次年度から実施する

ことになった。 

 

その他 

西日本学生連盟規約について、3 地区の規約をもとに整理して作成したものが提案されたが、全日本学生連 

盟との整合性をとる必要があるところ、及びいくつかの不備が見られたことから、次年度の総会で新たに提 

案することになった。 
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令和６年度 西日本学生体操選手権大会 各支部男子出場資格人数 

 

西日本学生体操競技選手権大会における男子の出場人数については 2019 年（令和 1 年）より参加総数を 180

名になるように各支部の割り当て人数を決定した。昨年度は参加総数を 174名に変更した。 

その結果 2023年度（令和 5年）の割り当て大学及び個人人数は以下の通りになる。 

団体出場数 18チーム 

  2021年（九州）  九州５ 関西８ 東海・北信越５ 計１８大学 

2022年（東･北） 九州４ 関西８ 東海・北信越６ 計１８大学  

  2023年（関西）  九州４ 関西９ 東海・北信越５ 計１８大学 

2024年（九州）  九州５ 関西８ 東海・北信越５ 計１８大学 

2025年（東･北） 九州４ 関西８ 東海・北信越６ 計１８大学  

 

個人出場選手の内訳 

  個人出場枠に関しては、2023年度からコロナ禍で 1部校が増えていたこと、及び、近年の個人参加状況等を

踏まえ（関西 8名、東海・北信越 6名、九州 4名）とした。 

  今年度は、昨年の全日本インカレの成績から 1部校が 3校に減ったことから、個人出場の数が 6名余ること

になる。それらを各支部に 2名ずつ振り分け（関西 10名、東海・北信越 8名、九州 6名）とした。 

なお、各支部競技会後の確認で団体出場校の定数を満たさなかった場合はその地区の個人出場枠に与える。 

また、団体出場決定校の個人枠が部員数の関係等で満たされないことが分かっている場合、その枠について 

もその地区の個人出場枠に与える。 

さらに、各地区の個人出場者が定数に満たない場合は返上となり、他の地区の個人出場人数に加える。 

参考 

２０２３年 西日本学生体操選手権大会 男子出場枠 (174名) 

九州 関西 東海・北信越 

鹿屋体育大 10名 大阪体育大 10名 静岡産業大 10名 

九州共立大 10名 関西大学 10名 2部 4校 32名 

福岡大 10名 2部 7校 56名 個人出場 6名 

2部 1校 8名 個人出場  8名    

個人出場 4名         

  計 42   計 84   計 48 

 

  2024年度 

２０２４年 西日本学生体操選手権大会 男子出場枠 (174名) 

九州 関西 東海・北信越 

鹿屋体育大 10名 大阪体育大 10名 2部 5校 40名 

福岡大 10名 2部 7校 56名 個人出場 8名 

2部 3校 24名 個人出場 10名   

個人出場 6名     

  計 50   計 76   計 48 

 


